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大切なひと、

大切なまちを守りたい
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出
初
式

平
成
二
十
六
年
一
月
五
日
、
寒
風
の
中
、
西
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
六
年
亀
山
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
の
授
与
で
は
、
亀
山
市
長
表
彰(

功
績
章)

の
十
四
名
を
は
じ
め
、

総
勢
六
十
六
名
が
受
賞
し
、
中
で
も
、
第
一
分
団
の
分
団
長
で
あ
る
山

田
克
彦
さ
ん
、
息
子
の
真
一
さ
ん
、
拓
朗
さ
ん
の
活
躍
に
よ
り
「
家
族

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
亀
山
中
学
校
東
の
池
の
側
池
に
て
、
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
女
性
分
団

と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
有
事
に
備
え
、
消
防
に
携
わ
る

一
員
と
し
て
、
訓
練
や
講
習
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
を
守
る
意
識

を
高
く
持
ち
続
け
日
々
精
進
し
ま
し
ょ
う
。
（
佐
々
木
智
恵
）

防
火
フ
ェ
ア

平
成
二
十
五
年
十
一
月
九
日
、
秋
晴
れ
の

中
、
亀
山
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
防
火

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
や
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
防
災
ス
ク
ー
ル
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
芝
居
や
煙
体
験
、
地
震
体
験
な

ど
、
日
頃
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
市
民
の

皆
様
に
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

は
し
ご
車
は
、
毎
年
長
蛇
の
列
が
出
来
る
ほ

ど
、
一
番
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
の
よ
う
な
催
し
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆

様
に
少
し
で
も
、
防
火
意
識
が
芽
生
え
て
頂

け
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

（
平
松
久
美
、
長
谷
川
満
子
）

団
長
挨
拶

亀
山
市
消
防
団
広
報
誌
の
発
行
に
伴
い
、
松
尾

団
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
抜
粋
。

◆
団
長
に
就
任
後
、
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
団
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？
。

初
め
に
、
団
員
の
ご
家
族
様
を
は
じ
め
、
勤
め

先
の
職
場
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
団
員
の
皆
様
に
は
、
夏
の
消
防
操
法
大
会

な
ど
を
は
じ
め
、
連
夜
の
訓
練
に
励
ん
で
頂
き
ご

苦
労
様
で
す
。
こ
の
厳
し
い
訓
練
が
、
有
事
の
際

に
活
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◆
有
事
に
備
え
る
心
構
え
で
大
切
な
こ
と
は
？

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
消
防
団
へ
の
期
待

は
日
増
し
に
高
ま
り
、
多
様
化
す
る
災
害
へ
の
備

え
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
常
に
、
災
害
時
の
対
応
を
念
頭
に
お
い
て

訓
練
に
励
み
、
「
い
つ
、
な
に
が
起
こ
っ
て
も
、

我
が
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
、
強
い

信
念
を
育
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
最
後
に
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
抱
負
は
？

昨
年
度
に
引
き
続
き
消
防
団
活
動
は｢

安
全
・

確
実
・
迅
速｣

と
言
う
基
本

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
連
絡
体
制
の

見
直
し
を
含
め
た
伝
達
方
法

の
向
上
等
、
様
々
な
こ
と
を

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

（
須
原
律
美
）
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女性分団員募集中

地域の防災にあなたの

チカラをかしてください！



消
防
操
法
大
会

平
成
二
十
五
年
七
月
七
日
、
神
辺
小

学
校
に
お
い
て
第
九
回
亀
山
市
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
と
は
、
可
搬
ポ
ン
プ･

消
防
用
ホ
ー
ス･

ノ
ズ
ル
な
ど
消
火
器
具

を
操
作
し
、
標
的
に
水
を
当
て
る
競
技

で
、
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
採

点
さ
れ
る
基
本
操
法
と
、
ポ
ン
プ
車
を

使
っ
て
行
う
応
用
操
法
が
あ
り
、
今
年

は
基
本
操
法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

操
法
は
消
防
の
基
礎
で
こ
れ
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
火
災
現
場
で
の
迅
速
・

確
実
な
消
火
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
な
い
暑
さ
で
し
た
が
、

ど
の
分
団
も
日
頃
の
訓
練
に
力
を
入
れ

て
い
る
た
め
熱
い
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

仕
事
で
疲
れ
て
い
て
も
練
習
に
励
ん

だ
選
手
の
皆
さ
ん
、
選
手
を
支
え
フ
ォ

ロ
ー
し
た
ご
家
族
や
他
の
団
員
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
（
伊
藤
秀
美
）

新団員紹介

平成25年度は、新たに40名が入団し、総勢407名になりました。その内、消防操法大会に出場さ

れた選手の方に、インタビューを行いました。 （桑原菜穂美、若林小百合）

【大会結果】

優 勝 第９分団（関地区中央）

準優勝 第６分団（白川地区）

第３位 第２分団（神辺地区）

■第二分団■

野間 祐司 ■操法大会の感想は？

訓練は大変でしたが、充

実してました。

■好きな言葉は？

「やらねばならぬ何事

も」

■口癖は？

「ほんまに」

■第三分団■

佐野 匡史 ■入団のきっかけは？

地域からの推薦で入団し

ました。

■好きな言葉は？

「一期一会」

■口癖は？

「何とかなるかな」

■第三分団■

臼井 秀行 ■入団した感想は？

地域の方との関わりが持

てて良かったです。

■操法大会の感想は？

連日の訓練が大変でした。

■口癖は？

「何でもいいよ」

■第五分団■

櫻木 伸吾 ■入団のきっかけは？

地域の方と関わりが持ち

たかったからです。

■操法大会の感想は？

体力的には大変でしたけ

ど、団体行動が出来充実

してました。

■口癖は？

「まあ、いいわ」

■第五分団■

沼波 利樹 ■入団したきっかけは？

分団長から声を掛けて頂

いたのがきっかけです。

■入団した感想は？

大変ですが、やりがいが

あります。

■口癖は？

「まあ、まあ」

■女性分団■

田中 由貴 ■操法大会の感想は？

入団してすぐだったので

大変でした。

■好きな言葉は？

「なるようになるさ」

■口癖は？

「すいません」
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平
成
二
十
五
年
度

新
入
団
員

■
第
一
分
団

石
川

寿
晴

大
澤

香

平
井

雄

葛
西

大
貴

葛
西

祐
貴

■
第
二
分
団

村
山

聡
洋

岩
間

雄
大

三
谷

尚
希

■
第
三
分
団

新
開

健
作

加
藤

充

■
第
四
分
団

中
瀬

智

岸

智
彦

今
村

明
弘

山
﨑

友
彦

岩
崎

俊
一

山
尾

貴
博

■
第
五
分
団

伊
藤

高
之

丹
賀

大
樹

西
村

幸
男

田
中

淳
也

潮
田

幸
治

■
第
六
分
団

三
谷

浩
二
郎

田
中

為
史

■
第
丂
分
団

秋
葉

康
隆

當
銘

良
太

川
淵

宏
昭

■
第
八
分
団

長
田

忠
明

■
第
九
分
団

吉
岡

裕
太
郎

松
村

公
輔

■
第
十
分
団

北
川

友
和

波
多
野

浩
明

波
多
野

功
次

■
第
十
二
分
団

中
澤

孝
也

村
澤

卓

（
敬
称
略
）

地
域
の
た
め
に
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。


